
宮地小だより

「み」 みんななかよく
「や」 やりとげよう 最後まで みやじっ子に
「じ」 自分からすすんでがんばる

令和７年度
11月号

校長 大住 和行

1２月の主な行事予定
１２/ 2 （火） 学力・学習状況調査(3日まで）

12/12 （金） 授業参観、学級懇談等
12/16 (火) 持久走大会
12/24 (水) 終業式

上の２つを大切にして、２学期から「宮

地っ子スマイル・プロジェクト」に各学級で、

そして学校全体で取り組んでいます。

この取組を始めたきっかけは、７月に子

供たちの意識調査をした結果、

① クラス全員のいいところを言うことがで

きる

② 友だち同士の話し合いで進んで発言

する

③ 他の人の発言を受け止めて発言する

④ 授業中、クラスの人のふざけやおしゃ

べりが気にならずに集中できる

これらの４点に、課題があることが分かっ

たからです。

そこで低・中・高学年それぞれが具体的

な目標を立てて、目標とする行動ができて

いる姿を見付け、認めたり褒めたりする言

葉かけをしています。

取組の状況をつかむために、１０月にも意

識調査を行いました。その結果、

①については、11.8％改善

②については、6.6％改善

③については、12.1％改善

④については、29.4％改善

が見られました。引き続き、子供たちの「周

りの人とつながる力」や「ルールやマナーの

意識」を育てるために、取り組んでいきま

す。

１０月３０日（木）に、本校体育館で「いき

いき芸術体験教室」を開催しました。

九州打楽器合奏団が来校され、子供た

ちに生の演奏を聴かせてくださいました。

打楽器だけの合奏を聴く機会は、多く

はありません。初めての子供たちも多

かったのではないかと思います。

「カルメン」や「剣の舞」、「もみじ」など子

供たちにも馴染みのある曲が演奏されま

した。その合間には、皮で作られている打

楽器の紹介、木で作られている打楽器、

金属で作られている打楽器の紹介などが

あり、材質によって音色が異なることは、

子供たちの新たな発見でした。また、１０

月生まれの子供たちが、打楽器を持って

演奏に参加する場面もありました。

【子供たちの感想から】

◆いろいろな打楽器の演奏や種類を知

ることができた。

◆声を出したりしていっしょに演奏できた

のでとても楽しかった。

芸術を体験しました

☆ なかよくなれる言葉をかけよう
☆ ルールやマナーを守ろう

つながる力の育成


